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『康
こうき

煕字典』（安永九年　刊）と『玉
ぎょくへん

篇』（明治五年　刊）　館蔵
『康煕字典』は、中国「清」の時代に四代康煕帝の命により編纂された字書。字義（意味）は548年に編まれた『玉篇』などを
基としている。字義や字音を解説し、初出の典拠が書かれているため、漢学を学ぶ上でかかせない字典である。館蔵の『康煕
字典』は、都

つがていしょう

賀庭鐘によって翻訳され日本で初めて安永９年（1780）に発行されたもののひとつである。
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江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、

農
民
を
は
じ
め
と
す
る
庶
民
も
学

問
が
受
け
ら
れ
る
世
相
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
村
々
に
は
読
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
、
漢
学
の
初
歩
を
教
え

る
寺
子
屋
が
存
在
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

城
下
町
や
主
要
街
道
の
宿
場
近

く
の
村
々
は
、
商
品
流
通
が
発
達

し
経
済
が
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。交
通
交
易
の
発
達
に
よ
っ
て
、

読
書
き
や
そ
ろ
ば
ん
の
習
得
が
村

役
人
や
宿
場
な
ど
で
自
ず
と
必
要

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
幕
末
に

な
る
と
信
州
に
は
二
六
〇
〇
余
の

私
塾
寺
子
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
て
明
治
維

新
と
な
り
、
新
政
府
は
西
欧
を
真

似
た
教
育
体
制
を
立
ち
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。
信
州
に
あ
っ
て
も
明

治
五
年
に
学
制
が
定
め
ら
れ
る

と
、
小
さ
な
村
々
ま
で
制
度
の
施

行
が
行
き
渡
ら
せ
ら
れ
、
学
校
の

設
立
を
急
が
さ
れ
ま
し
た
。
文
部

省
が
明
治
期
に
行
っ
た
調
査
資
料

に
よ
っ
て
、
長
野
県
の
就
学
率
は

明
治
九
年
、
全
国
平
均
三
八・三
％

に
対
し
長
野
県
は
六
三
・
二
％
と

全
国
第
一
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
者
松
山
原
造
の
祖
父
は
近

隣
村
に
出
張
教
授
し
た
漢
学
者
、

母
方
の
祖
父
も
上
田
藩
士
で
漢
学

者
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
関
係
す
る
資
料
を
紐
解
き
、

二
人
の
足
跡
を
追
う
こ
と
を
通
し

て
、
長
野
県
上
田
小
ち
い
さ
が
た県地
方
（
現

　

上
田
市
・
東
御
市
・
長
和
町
・

青
木
村
）
の
幕
末
か
ら
明
治
初
頭

に
お
け
る
農
民
を
は
じ
め
と
す
る

庶
民
教
育
の
展
開
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

寛
政
期
か
ら
藩
校
の
設
立
ブ
ー
ム

　

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に
松

平
定
信
ら
に
よ
っ
て
朱
子
学
以
外

の
儒
学
を
禁
ず
る
「
寛
政
異
学
の

禁
」
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
朱
子

学
は
、宋
の
朱
熹
が
大
成
し
た
「
孔

子
・
孟
子
の
教
え
で
あ
る
儒
教
を

実
践
す
る
も
の
で
、上
下
の
秩
序・

大
義
名
分
を
重
ん
じ
礼
節
を
尊
ぶ

思
想
」
で
す
。
幕
府
は
封
建
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
文
治
政
策
と

し
て
取
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

林
羅
山
の
家
塾
を
直
轄
学
校
に
し

て
、
昌
平
坂
学
問
所
を
創
設
す
る

と
全
国
的
に
も
藩
校
の
設
立
が
急

増
し
て
、
寛
政
か
ら
化
政
期
の
こ

ろ
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。
信
州

十
一
藩
の
藩
校
も
こ
の
動
き
と
同

じ
く
し
て
宝
暦
・
天
明
期
（
一
七

五
一
～
一
七
八
八
年
）
に
三
校
、

寛
政
・
化
政
期
（
一
七
八
九
～
一

八
二
九
）
に
四
校
、
天
保
・
慶
応

期
に
三
校
、
明
治
初
年
に
一
校
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
州
で
の

藩
校
の
も
っ
と
も
早
い
設
立
は
、

松
代
藩
殿
町
の
稽
古
所
（
宝
暦
八

年
）
・
松
本
藩
新
町
の
新
町
学
問

所
（
宝
暦
年
間
）
で
す
。
こ
の
よ

う
な
流
れ
の
中
で
上
田
藩
の
藩
校

上
田
小
県
地
方
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
の
農
民
教
育

　
　
　
　
　
　
　

～
二
人
の
漢
学
者
の
足
跡
を
追
っ
て
～

は
、
松
平
上
田
藩
主
五
代
目
の
松

平
忠た
だ

学さ
と

に
よ
っ
て
文
化
一
〇
年

（
一
八
一
三
）
に
開
校
し
て
い
ま

す
。
農
民
を
は
じ
め
と
す
る
庶
民

の
間
に
も
文
化
・
文
政
期
以
後
、

読
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
を
習
う
こ
と

が
身
近
に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

上
田
藩
は
古
学
か
ら

　

四
代
目
松
平
忠た
だ
ざ
ね愛

の
時
、
上
田

藩
で
は
井
上
直
元
が
京
都
堀
川
の

伊
藤
仁
斎
が
開
い
た
儒
学
の
塾
、

古
義
塾
で
学
び
帰
郷
し
ま
し
た
。

井
上
直
元
は
、
伊
藤
仁
斎
の
子
で

あ
る
東
涯
の
弟
子
、
安
原
貞
平
を

上
田
藩
に
推
薦
し
、
松
平
忠
愛
は

享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
に
藩

儒
と
し
て
召
し
抱
え
ま
す
。
そ
し

て
藩
士
を
そ
の
家
塾
に
学
ば
せ
て

い
ま
す
。

　

伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
な
ど
が

開
い
た
儒
学
の
塾
は
古
学
派
と
よ

ば
れ
、
「
朱
子
学
は
儒
教
本
来
の

姿
か
ら
逸
脱
し
た
理
論
で
あ
る
か

ら
論
語
や
孟
子
を
直
接
読
ん
で
原

点
を
学
ぼ
う
」
と
す
る
学
派
で
、

後
の
寛
政
異
学
の
禁
に
よ
っ
て
排

除
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

朱
子
学
へ

　

松
平
上
田
藩
主
五
代
目
松
平
忠

学
に
よ
っ
て
文
化
一
〇
（
一
八
一

三
）
年
に
開
校
し
た
上
田
藩
文
学

校
は
、
朱
子
学
の
学
者
を
惣
司
と

講
師
に
据
え
ま
す
。
寛
政
二
年
の

寛
政
異
学
の
禁
に
よ
っ
て
朱
子
学

を
正
学
と
し
た
流
れ
に
添
う
も
の

で
す
。
上
田
藩
文
学
校
は
、
講
堂

に
か
か
げ
ら
れ
た
扁
額
か
ら
「
明

倫
堂
」
と
も
よ
ば
れ
ま
し
た
。

　

学
校
惣
司
（
学
校
長
の
こ
と
）

と
な
っ
た
加
藤
彦
五
郎
は
寛
政
八

年
か
ら
林
大
学
頭
学
寮
で
学
び
塾

頭
ま
で
務
め
た
ひ
と
で
す
。
文
化

二
（
一
八
〇
五
）
年
に
帰
郷
し
御

家
中
師
範
を
命
ぜ
ら
れ
、
家
塾
を

開
い
て
藩
士
を
教
授
し
て
い
ま
し

た
。

　

学
校
講
師
（
教
授
内
容
に
関
し

て
の
責
任
者
）
と
な
っ
た
山
田
司

馬
助
は
寛
政
一
二
年
、
江
戸
昌
平

坂
学
問
所
が
落
成
し
た
そ
の
年
に

入
学
。
の
ち
に
昌
平
坂
学
問
所
諸

生
寮
舎
長
と
な
り
教
授
手
伝
い
を

も
命
じ
ら
れ
て
い
た
ひ
と
で
す
。

文
化
元（
一
八
〇
四
）年
に
帰
郷
。

学
校
講
師
の
の
ち
文
政
一
三
（
一

八
三
〇
）
年
に
は
、
学
校
惣
司
を

引
き
継
い
で
い
ま
す
。

寺
子
屋
師
匠
に
よ
る
農
民
教
育

　

藩
校
で
は
、
武
士
の
子
弟
の
教
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を
す
る
師
匠
も
い
ま
し
た
。

出
張
教
授
を
し
た
松
山
篤
志
朗

　

松
山
原
造
の
祖
父
、
篤
志
朗
は

文
化
八（
一
八
一
一
）年
に
生
ま
れ
、

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
四

歳
で
没
し
て
い
ま
す
。
大
門
村
入い
り

大だ
い
も
ん門

（
現　

長
和
町
大
門
）
で
名

主
役
を
務
め
る
家
筋
に
あ
る
松
山

彦
左
衛
門
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

篤
志
朗
の
祖
父
は
、
諏
訪
郡
北

山
村
芹
ヶ
沢
（
現　

茅
野
市
）
の

出
身
の
北
沢
作
兵
衛
と
い
う
ひ
と

で
、
寛
政
年
間
に
諏
訪
藩
の
圧
力

か
ら
逃
れ
て
大
門
村
に
移
り
、
子

は
松
山
彦
左
衛
門
家
に
養
子
と
し

て
入
り
、
四
代
目
彦
左
衛
門
を
名

乗
り
ま
し
た
。

　

作
兵
衛
は
、
北
山
村
の
名
主
を

務
め
る
富
農
で
あ
り
ま
し
た
が
、

諏
訪
藩
に
訴
訟
を
起
こ
し
て
勝
訴

は
し
た
も
の
の
藩
の
圧
力
が
強

く
、
同
じ
天
領
で
あ
っ
た
大
門
村

に
逃
れ
移
り
住
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
財
産
が
あ
っ
た
の
で
馬
十

数
頭
に
荷
物
を
の
せ
て
居
を
移
し

た
と
語
り
継
が
れ
て
い
て
、
寛
政

一
二
年
に
は
子
の
彦
左
衛
門
と
連

名
で
山
部
村
（
現　

佐
久
市
）
津

金
寺
の
観
音
堂
を
建
立
す
る
た
め

に
三
百
両
を
寄
付
し
た
り
、
隣
村

の
和
田
村
菩
薩
寺
に
土
地
を
寄
進

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
資
産

家
で
あ
っ
た
よ
う
す
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

篤
志
朗
は
、
文
書
資
料
か
ら
江

戸
期
は
徳
左
衛
門
を
名
の
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

『
和
田
村
誌
』
に
よ
る
と
明
治

二
年
十
一
月
に
「
御
一
新
に
つ
き

官
名
御
改
定
に
際
し
一
般
人
民
も

改
名
す
べ
し
」
と
小
県
郡
二
一
ヶ

村
に
通
達
が
あ
り
、
「
和
田
村
役

人
並
小
前
改
名
帳
」
に
三
〇
九
名

が
改
名
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る

の
で
、
お
そ
ら
く
隣
村
の
篤
志
朗

も
こ
の
こ
ろ
徳
左
衛
門
か
ら
改
名

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

長
兄
が
彦
左
衛
門
を
継
ぎ
、
次

兄
が
本
家
で
あ
る
松
山
市
兵
衛
の

養
子
に
入
り
、
篤
志
朗
は
松
山
別

家
の
松
山
徳
左
衛
門
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
弟
の
音
吉

は
医
師
と
な
り
上
州
下
仁
田
の
小

林
但
見
の
養
子
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　

篤
志
朗
は
十
七
歳
か
ら
三
年

間
、和
田
村
の
翠
川
府
右
衛
門
（
号

　

水
翁
）
か
ら
漢
籍
を
学
び
、
三

十
歳
で
江
戸
に
で
て
漢
学
を
修

行
。
天
保
三
（
一
八
四
七
）
年
帰

郷
後
、
漢
学
師
匠
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

近
隣
の
富
農
子
弟
の
出
張
教
授

を
し
、
門
弟
に
は
和
村
（
現　

東

御
市
）
の
田
中
新
太
郎
（
村
長
・

事
業
家
）・大
塚
範
吾（
製
糸
家
）、

三
都
和
村
（
現　

立
科
町
）
の
六

川
右う
さ
ん
じ

三
次
（
村
長
）、
五
郎
兵
衛

新
田
村
（
現　

佐
久
市
）
の
柳
澤

所
二
郎
（
父
の
所
左
衛
門
は
名
主

役
）、伴
野
村（
現　

佐
久
市
野
沢
）

の
木
内
宗
蔵（
天
日
蚕
の
創
始
者
）、

前
山
村
（
現　

佐
久
市
野
沢
）
の

早
川
権ご
ん
や弥

（
衆
議
院
議
員
）、
上

田
の
伊
藤
源
太
郎（
県
議
会
議
員・

事
業
家
）
が
い
ま
し
た
。
出
張
教

授
と
い
う
の
は
名
主
役
な
ど
を
す

る
富
農
の
子
弟
に
教
授
す
る
わ
け

で
す
か
ら
知
識
豊
か
な
家
庭
に

育
っ
た
子
弟
で
あ
り
、
財
力
も
あ

る
家
な
の
で
成
功
者
に
な
る
確
率

は
高
い
と
い
え
ま
す
。
出
稽
古
を

し
て
村
々
の
名
家
の
跡
継
ぎ
を
門

弟
と
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
上
田

小
県
郡
下
で
は
例
を
み
な
い
形
態

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
名
士
た
ち
と

師
弟
の
関
係
で
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
た
篤
志
朗
と
い
う
ひ
と
は
、

特
別
な
存
在
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

村
に
は
八
人
の
漢
学
師
匠

　

大
門
村
で
幕
末
か
ら
明
治
初
頭

の
間
に
寺
子
屋
や
家
塾
を
開
い
た

ひ
と
に
は
、
松
山
篤
志
朗
の
ほ
か

に
花
井
璞
紋
（
僧
）
・
宇
野
恵
海

（
僧
）・児
玉
市
作・宮
坂
秀
円（
神

官
）・
羽
毛
田
成
斉
・
内
田
新
作
・

瀬
切
篤
と
い
う
名
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
、
小
さ
な
村
に
漢
籍
を
教

え
る
ひ
と
が
八
人
も
い
ま
し
た
。

　

羽
毛
田
成
斉
は
九
州
の
広
瀬
淡

窓
に
学
び
、
後
に
江
戸
に
出
て
同

郷
の
内
田
新
作
と
と
も
に
大
橋
訥

庵
に
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
瀬
切

篤
は
、
岩
村
田
（
現　

佐
久
市
）

の
人
で
漢
学
を
角
田
忠
行
（
後
に

熱
田
神
宮
宮
司
）
に
、
国
学
を
平

育
が
行
わ
れ
、
私
塾
で
は
武
士
の

子
弟
の
教
育
を
主
と
し
て
庶
民
に

も
門
戸
を
開
き
、
寺
子
屋
で
は
庶

民
の
子
女
の
た
め
の
教
育
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
信
州
の
農
村
部
に

あ
っ
て
も
上
層
農
民
の
知
識
欲
・

学
習
欲
に
よ
っ
て
寛
政
期
以
前
に

か
な
り
寺
子
屋
が
設
立
さ
れ
、
天

保
年
間
か
ら
慶
応
年
間
に
か
け
て

は
、
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
寺

子
屋
師
匠
は
名
主
な
ど
公
職
に
あ

る
有
識
富
農
や
僧
侶
・
神
官
・
修

験
者
に
よ
っ
て
さ
れ
、
慈
恵
的
な

思
い
を
も
と
に
農
民
の
教
育
を
し

ま
し
た
。
代
々
塾
や
寺
子
屋
を
経

営
す
る
「
相
伝
師
匠
」
の
ほ
か
に

村
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
師
匠

を
雇
う
「
雇
い
師
匠
」
や
出
稽
古

松山篤志朗　油絵　個人蔵
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村
一
・
別
所
村
三
・
野
倉
村
一
・

新
町
一
・
手
塚
村
二
・
前
山
村
四
・

下
ノ
郷
三
・
富
士
山
村
四
・
古
安

曾
村
三
・
五
加
村
二
・
保
野
村
一
・

小
島
村
一・十
人
村
一・秋
和
村
二・

上
塩
尻
村
一
五
・
下
塩
尻
村
五
で

二
一
六
箇
所
二
三
〇
人
の
家
塾
寺

子
屋
師
匠
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
記
載
漏
れ
の
あ
っ
た
長
久

保
古
町
八
・
長
久
保
新
町
五
に
大

門
村
の
八
人
を
『
長
門
町
誌
』
か

ら
拾
い
加
え
る
と
総
計
二
五
一
人

に
な
り
ま
す
。

　

寺
子
屋
師
匠
は
読
書
き
・
そ
ろ

ば
ん
を
主
と
し
、
習
字
や
和
算
を

専
門
に
教
え
る
師
匠
も
い
た
の

で
、
教
え
た
学
科
の
記
載
か
ら
み

る
と
松
山
篤
志
朗
の
よ
う
に
漢
学

を
教
え
て
い
た
人
は
全
体
の
二

六
％
ほ
ど
で
し
た
。

　

信
州
の
寺
子
屋
普
及
率
は
高

く
、
明
治
初
期
に
は
二
六
〇
〇
余

の
私
塾
・
寺
子
屋
が
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
、
全
国
に
冠
た
る
数
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。

上
田
藩
士　

高
瀬
任
重
郎

　

松
山
原
造
の
母
方
の
祖
父
に
あ

た
る
高
瀬
学
（
明
治
四
三
年
に
八

一
歳
没
）
は
、上
田
藩
藩
士
で
あ
っ

た
こ
ろ
は
高
瀬
任
重
郎
を
名
の
っ

田
篤
胤
に
学
び
、
明
治
十
二
年
に

大
門
村
に
移
住
し
て
青
年
教
育
を

し
た
そ
う
で
す
。
児
玉
市
作
も
九

州
に
行
き
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
幕
末
の
小
さ
な
村
に

あ
っ
て
も
向
学
の
志
を
持
つ
者

は
、
九
州
や
江
戸
で
学
問
が
で
き

る
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

松
山
家
・
羽
毛
田
家
・
内
田
家
・

児
玉
家
は
、
い
ず
れ
も
名
主
役
な

ど
の
村
役
人
を
務
め
る
家
筋
に
あ

り
、
上
層
農
民
は
子
息
に
競
っ
て

学
問
を
つ
け
て
い
た
よ
う
す
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

誠
一
と
と
も
に
政
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
外
出
禁
止
を
受
け
る
な
ど
不

遇
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
政
争
も
落
ち
つ
い
た

幕
末
の
元
治
・
慶
応
年
間
に
は
、

上
田
藩
の
「
家
中
明
細
」
と
い
う

家
臣
の
職
歴
や
賞
罰
を
綴
る
帳
簿

の
記
録
懸
か
か
りや

、
鐘
美
館
（
文
久
二

年
以
来
、
藩
校
文
学
校
の
講
堂
と

付
属
部
屋
を
総
括
し
た
呼
び
名
）

取
調
物
懸
と
い
う
事
務
方
を
務
め

て
い
ま
す
。
明
治
維
新
を
経
た
新

体
制
で
は
、軍
務
局
（
明
治
元
年
、

藩
校
武
学
校
に
兵
制
取
調
所
と
し

て
設
け
ら
れ
た
部
局
）
の
庶
務
な

ど
を
務
め
、
明
治
四
年
に
は
県
内

地
図
を
調
査
し
実
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

版
籍
奉
還

　

明
治
四
年
七
月
に
廃
藩
置
県
が

断
行
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
藩
は
上

田
県
と
か
わ
り
、
明
治
二
年
の
版

籍
奉
還
で
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
て

い
た
旧
藩
主
松
平
忠た
だ
な
り礼

は
廃
藩
置

県
に
よ
っ
て
免
官
と
な
り
、
上
田

を
離
れ
て
東
京
に
住
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
藩
士
た
ち
は
明
治
二

年
か
ら
大
幅
な
家
禄
の
削
減
が
さ

れ
、
藩
で
は
帰
農
も
奨
励
す
る
よ

う
に
な
っ
て
士
族
を
離
れ
る
人
も

上
田
小
県
郡
内
に
は
二
五
〇
人
の

師
匠

　

江
戸
後
期
か
ら
明
治
七
年
ま
で

の
家
塾
寺
子
屋
を
調
査
し
、
師
匠

の
名
前
や
生
徒
数
を
記
載
し
た

「
長
野
県
小
県
郡
家
塾
寺
子
屋
取

調
表
」（『
長
野
県
教
育
史
』所
収
）

で
上
田
小
県
郡
内
に
あ
っ
た
塾
の

数
を
み
る
と
滋
野
村
二
〇
（
師
匠

二
一
人
）・禰
津
村
三・新
屋
村
一・

鞍
掛
村
二・新
張
村
一
、芳
田
村
一
、

国
分
村
一
・
長
村
六
（
一
〇
人
）・

傍
陽
村
四
・
上
田
町
二
〇
・
常
磐

城
村
一
・
長
瀬
村
六
・
塩
川
村
六
・

藤
原
田
村
一
・
生
田
村
七
・
御
岳

堂
村
四
・
西
内
村
一
・
平
井
村
二
・

東
内
村
四
・
腰
越
村
一
・
上
丸
子

村
二
・
中
丸
子
村
二
・
小
沢
根
村

二（
三
人
）・上
本
入
村
三（
五
人
）・

上
武
石
村
一
・
下
武
石
村
二
・
和

田
村
九
・
中
ノ
条
村
二
・
下
ノ
条

村
一
・
上
田
原
村
二
・
小
牧
村
二
・

諏
訪
形
村
三
・
御
所
村
二
（
各
三

代
）・上
室
賀
村
五・下
室
賀
村
二・

小
泉
村
四・吉
田
村
二・福
田
村
一・

築
地
村
二
・
浦
野
村
二
・
岡
村
三
・

仁
古
田
村
一
・
当
郷
二
・
田
沢
村

四
（
六
人
）
・
村
松
郷
二
・
奈
良

本
村
四
・
沓
掛
村
二
・
夫
神
村
二
・

殿
戸
村
二
・
山
田
村
二
・
八
木
沢

て
い
ま
し
た
。
地じ
か
た
し
ら
べ

方
調
役
や
地じ

押お
し

（
検
地
の
こ
と
）
な
ど
で
仕
事
が

認
め
ら
れ
一
代
で
代
官
に
ま
で
出

世
し
た
河こ
う
ち内

含が
ん

三ぞ
う

の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
代
官
職
に
も
あ
っ
た
高

瀬
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
た
ひ
と

で
す
。

　

「
上
田
藩
家
中
明
細
書
」
に
よ

る
と
、
任
重
郎
は
嘉
永
五
（
一
八

五
二
）年
正
月
か
ら
召
抱
え
ら
れ
、

同
年
四
月
か
ら
は
藩
校
で
の
教
授

手
伝
を
命
ぜ
ら
れ
そ
の
後
、
た
び

た
び
褒
美
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

記
録
に
残
る
そ
の
六
年
後
の
安
政
五

（
一
八
五
八
）
年
の
藩
校
の
職
員
構
成

を
み
る
と
、
講
師
一
名
・
学
監
一
名
・

学
監
代
二
名
・
学
監
代
兼
ね
会
読
頭
取

一
名
・
素
読
頭
取
一
名
・
句
読
師
三
名
・

句
読
師
助
二
名
・
教
授
手
伝
六
名
・
居

業
生
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
瀬
任

重
郎
の
場
合
は
、
教
授
手
伝
に
な
る
少

し
前
か
ら
禄
が
つ
き
召
抱
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
藩

校
記
録
で
は
居
業
生
に
も
禄
の
記
載
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
は
居
業
生
か
ら

禄
が
つ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
演
説
教
授
手
伝
な
ど

重
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
安
政

年
間
に
実
父
河
内
含
三
、
兄
河
内

「周易傳義」・「詩経正本」・「論語」・「中庸」　館蔵
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現
れ
は
じ
め
ま
す
。
明
治
六
年
か

ら
家
禄
奉
還
制
度
が
は
じ
ま
り
、

明
治
九
年
に
は
秩
禄
支
給
が
全
廃

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
禄
高
の
数

年
分
を
一
時
金
で
受
け
取
っ
て
、

数
百
年
に
わ
た
っ
た
封
建
制
度
下

の
士
族
と
い
う
身
分
を
奉
還
し
ま

し
た
。

教
員
の
道
へ

　
「
上
田
藩
家
中
明
細
書
」に
は
、

高
瀬
任
重
郎
に
つ
い
て
明
治
四
年

十
一
月
の
「
県
内
地
図
取
立
骨
折

候
ニ
付
目
録
金
百
疋
（
金
一
分
の

こ
と
）
下
賜
候
事
」
で
記
載
が
終

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

明
治
四
年
ま
で
士
分
に
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
高
瀬
学
へ
の
改

名
の
時
期
は
不
明
で
す
が
、
「
上

田
藩
家
中
明
細
書
」
の
高
瀬
任
重

郎
の
記
載
の
始
め
に
「
後　

学
マ
ナ
ブ

」

の
添
え
書
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
士

族
分
の
う
ち
に
改
名
し
て
い
た
こ

と
が
推
し
量
れ
ま
す
。
明
治
維
新

を
節
目
に
ほ
と
ん
ど
の
藩
士
が
改

名
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

任
重
郎
も
同
様
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

廃
藩
と
な
っ
て
か
ら
高
瀬
学

は
、
真
田
の
大
日
向
で
漢
学
を
教

え
た
の
ち
、
尾
野
山
村
の
須
川
に

子
弟
を
も
ち
、
依
田
川
沿
い
の
飯

沼
村
に
移
り
住
み
漢
学
の
私
塾
を

ひ
ら
き
ま
し
た
。

　

「
学
制
」
の
後
、
上
田
藩
文
学

校
の
教
師
は
も
と
よ
り
、
藩
士
た

ち
も
各
地
の
小
学
校
に
奉
職
し
て

い
き
ま
す
。

近
代
教
育
制
度
の
は
じ
ま
り

　

明
治
政
府
の
教
育
政
策
に
あ
っ

て
は
、
明
治
四
年
七
月
に
文
部
省

が
設
立
さ
れ
、
明
治
五
年
八
月
に

は
近
代
教
育
制
度
の
も
と
と
な
る

「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
を
学
区
に
わ
け
て
学

校
を
全
国
に
均
等
に
設
置
し
、
子

ど
も
た
ち
に
居
住
地
域
で
平
等
に

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
ね

ら
っ
た
制
度
で
す
。

　

明
治
六
年
三
月
、
長
野
県
（
旧

長
野
県
で
あ
る
北
信
・
東
信
地
域

を
い
う
。
明
治
九
年
八
月
に
筑
摩

県
と
合
併
）
は
船
越
重
舒
と
萩
原

浚
を
学
務
係
と
し
、
五
月
文
部
省

へ「
学
校
建
設
之
義
伺
」を
提
出
。

七
月
五
日
小
林
常
男
・
関
口
雄
・

塩
野
宣
健
・
稲
垣
信
（
旧　

上
田

藩
士
）
・
斉
藤
萃
造
（
旧　

上
田

藩
士
）・石
原　

衡・成
瀬
利
貞
は
、

東
京
師
範
学
校
に
入
学
。
同
年
八

月
三
日
帰
県
。
こ
の
七
人
の
伝
習

生
を
仮
教
師
と
し
て
仮
講
習
所
を

開
設
し
、
急
ご
し
ら
え
の
小
学
校

設
置
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

善
光
寺
大
勧
進
を
教
場
に
明
治

六
年
九
月
二
日
か
ら
講
習
所
が
開

校
。
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
四

回
の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
和
漢
史
書
の
訓
読
・
算
術
・

作
文
の
三
科
に
つ
い
て
試
験
を
し

て
そ
の
成
績
に
よ
っ
て
仮
等
級
を

定
め
て
、
講
習
の
後
、
県
下
限
り

の
仮
免
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
下
等
小
学
担
当

教
員
の
速
成
が
な
さ
れ
た
の
で

す
。

教
員
速
成
の
講
習

　

高
瀬
学
は
第
一
回
目
の
講
習
を

受
け
、
十
月
八
日
よ
り
十
日
ま
で

講
習
が
あ
り
試
験
の
結
果
、
二
等

訓
導
に
。
松
山
篤
志
朗
は
、
第
四

回
目
の
十
二
月
八
日
よ
り
十
日
ま

で
講
習
を
受
け
三
等
訓
導
と
な

り
、
下
等
小
学
教
法
（
六
歳
か
ら

一
〇
歳
ま
で
の
課
程
）
講
習
訓
導

仮
免
許
状
を
付
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
瀬
学
は
こ
の
と
き
の
講
習
内

容
を
「
明
治
六
年
一
〇
月　

学
校

設
立
ニ
付
教
師
心
得
草
」
（
上
田

市
立
図
書
館　

花
月
文
庫
所
蔵
）

に
遺
し
、
長
野
県
の
学
制
始
動
期

の
教
習
方
法
を
詳
細
に
伝
え
、
明

治
初
期
の
教
育
内
容
を
知
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
講
習
所
規
則
」
の
記
載
に
は

じ
ま
り
、「
講
習
所
の
帳
札
」や「
内

聞
」
と
し
て
聞
き
取
っ
た
事
が
ら

を
記
し
、
ま
た
教
具
で
は
ブ
レ
ッ

キ
ボ
ー
ド
（
黒
板
）
・
チ
ョ
ウ
キ

入
（
チ
ョ
ー
ク
箱
）
・
ブ
レ
ッ
キ

ボ
ー
ド
拭
き
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
、

机
や
椅
子
の
見
取
り
図
と
寸
法
書

き
な
ど
が
筆
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
年
代
ま

で
使
わ
れ
て
い
た
天
板
を
上
下
に

開
閉
す
る
形
式
の
机
は
、
学
制
の

は
じ
ま
っ
た
当
初
か
ら
の
形
体
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
「
黒
板
」
の
こ
と
を
明
治
初

期
の
小
学
校
で
は
、
「
ブ
レ
ッ
キ

ボ
ー
ド
」
と
英
語
読
み
し
て
使
っ

て
い
た
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

特
に
「
生
徒
取
扱
方
憶
記
」
の

項
で
は
、
当
時
の
小
学
校
授
業
時

間
割
や
教
授
方
法
に
つ
い
て
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ブ
レ
ッ

キ
ボ
ー
ド
へ
書
し
＂読
め
る
者
は

読
ん
で
＂
と
云
う
も
あ
り
」
「
ま

た
＂手
を
上
げ
て
＂
と
令
す
る
こ

と
も
あ
り
」
「
ま
た
＂読
ま
ざ
る

者
は
左
手
を
上
げ
て
＂
と
令
す
る

　

左
手
の
者
の
番
号
を
覚
へ
居
り

懇
切
に
教
へ
遣
わ
す
」
な
ど
詳
密

な
記
録
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
生
徒
の
う
ち
少
年
の
者
、
小
便

高瀬学と二代目松山篤（当時2歳）
明治40年頃　館蔵
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行
い
ま
し
た
。
土

地
の
名
望
家
が
選

ば
れ
、
明
治
六
年

五
月
長
野
県
第
十

七
区
区
長
は
、
学

区
取
締
と
し
て
和

田
村
遠
藤
省
吾

（
郵
便
御
用
取
扱

人
）
・
大
門
村
内

田
新
作
（
副
戸

長
）
・
長
久
保
新

町
石
合
千
乃
里

（
医
師
）
・
長
久

保
古
町
板
橋
了
歓

（
住
職
）
の
四
名

を
県
に
上
申
し
、

ま
た
同
じ
五
月
に

学
校
世
話
方
に
つ

い
て
も
各
村
三
名

の
名
前
を
県
に
上

申
し
て
い
ま
す
。

　

和
田
村
遠
藤
省
吾
の
記
録
に
よ

る
と
、
九
月
二
日
長
野
県
庁
で
学

区
取
締
の
任
命
が
な
さ
れ
、
こ
の

後
、
遠
藤
省
吾
の
も
と
に
は
十
月

十
五
日
に
県
か
ら
学
区
に
二
名
教

員
を
選
定
し
講
習
所
に
出
向
か
せ

る
よ
う
県
達
が
あ
り
、
重
ね
て
翌

十
月
末
に
は
、
教
員
一
名
を
選
定

し
十
一
月
六
日
に
講
習
所
に
出
向

等
に
立
つ
時
手
を
上
げ
る
こ
と
を

教
え
お
か
ざ
れ
ば
、
居
な
が
ら
す

る
も
の
な
り
」
と
い
っ
た
配
慮
す

べ
き
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
も
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
区
取
締
ら
に
よ
る
教
員
選
定

　

学
区
取
締
は
中
学
区
内
に
十
～

十
二
三
名
が
置
か
れ
、
就
学
の
督

励
・
学
校
設
立
等
の
指
導
監
督
を

か
せ
る
よ
う
再
度
通
達
が
来
て
い

ま
す
。
松
山
篤
志
朗
は
、
十
二
月

八
日
に
講
習
所
に
お
い
て
伝
習
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
督

促
の
あ
と
選
定
さ
れ
講
習
会
に
参

加
し
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
学
制
」
最
初
の
教
員
に

　

松
山
篤
志
朗
の
名
前
を
首
坐
教

員
と
し
て
掲
げ
て
、
大
門
村
・
長

久
保
村
・
和
田
村
の
三
村
が
長
野

県
に
設
立
伺
い
を
提
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
認
可
が
お
り
ま
し
た
。
各
小

学
校
の
沿
革
史
か
ら
、
大
門
学
校

に
は
明
治
六
年
十
一
月
か
ら
、
長

久
保
学
校
は
明
治
六
年
十
二
月
か

ら
在
職
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

大
門
学
校
は
明
治
七
年
七
月
に

県
の
認
可
が
下
り
て
い
ま
す
。
寺

子
屋
の
廃
止
令
が
だ
さ
れ
た
明
治

五
年
以
後
の
教
育
施
設
を
も
と
め

る
動
き
の
中
か
ら
、
設
立
認
可
前

の
明
治
六
年
十
一
月
常
福
寺
を
仮

校
舎
と
し
て
大
門
村
の
小
学
校
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
。和
田
学
校
は
、

明
治
七
年
六
月
に
申
請
し
、
明
治

七
年
七
月
伺
之
通
（
首
坐
教
員
は

松
山
篤
志
朗
と
す
る
な
ど
）
設
置

を
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
山
篤
志
朗
を
首
坐
教
員
と
し

て
三
校
が
明
治
六
年
と
七
年
に
開

校
し
、
長
久
保
学
校
に
は
明
治
七

年
十
一
月
ま
で
、
大
門
学
校
に
は

明
治
八
年
の
十
一
月
ま
で
在
職
し

ま
し
た
。
三
校
を
兼
任
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
和
田
村
の
場
合
、

十
人
の
補
助
員
が
雇
わ
れ
ま
し

た
。

　

高
瀬
学
も
明
治
六
年
十
二
月
か

ら
飯
沼
村
・
尾
野
山
村
・
御
岳
堂

村
を
学
区
域
と
す
る
済
美
学
校

（
飯
沼
村
龍
願
寺
に
開
校
）
の
教

員
と
な
り
、
明
治
九
年
十
月
ま
で

在
職
し
ま
し
た
。

　

文
部
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
小

県
郡
に
は
明
治
六
年
に
四
〇
、
翌

明
治
七
年
に
な
る
と
六
三
の
小
学

校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
門

学
校
・
長
久
保
学
校
・
済
美
学
校

は
明
治
六
年
の
県
下
で
も
早
い
時

期
に
開
校
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
松
山
篤
志
朗
と
高
瀬
学

は
、
学
制
最
初
の
小
学
校
教
員
と

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
時
、
松
山

篤
志
朗
は
六
四
歳
、
高
瀬
学
は
没

年
か
ら
推
量
し
四
四
歳
前
後
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

本
海
野
村
の
進
善
学
校
教
員
で

あ
っ
た
河
内
定
基
が
書
き
残
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
「
明
治
七
年　

教
員
手
控　

今
日
誌
草
」
（
上
田

市
立
図
書
館　

花
月
文
庫
所
蔵
）

に
松
山
篤
志
朗
の
漢
学
者
と
し
て

の
気
概
を
み
る
一
文
を
見
つ
け
ま

し
た
。
明
治
七
年
十
月
十
一
日
に

上
田
地
区
を
管
轄
す
る
第
十
六
中

学
区
取
締
大
井
泰
に「
本
旧
新
行
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
場

面
で
、
座
中
の
和
田
大
門
村
松
山

徳
四マ
マ

郎
は
「
古
言
に
ア
タ
ラ
シ
キ

と
云
う
は
、
可あ

惜た
ら

な
り
。
新
は
ア

ラ
タ
な
り
。
今
般
の
掛
板
並
び
に

読
本
ニ
も
ア
タ
ラ
シ
キ
と
あ
り
、

非
な
り
と
思
ふ
」
と
『
新
』
と
い

う
語
彙
の
解
釈
に
つ
い
て
発
言

し
、
文
部
省
が
作
成
す
る
読
本
や

教
材
に
対
し
適
切
な
言
葉
の
用
い

方
を
す
る
よ
う
苦
言
を
呈
し
た
よ

う
す
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

「
今
日
誌
草
」
筆
者
も
、
教
員
の

得
心
の
い
く
よ
う
是
正
さ
れ
、
単

語
や
地
名
河
川
の
表
記
に
つ
い
て

も
如
何
な
る
書
を
も
っ
て
手
本
と

す
べ
き
か
示
さ
れ
な
け
れ
ば
生
徒

も
不
幸
だ
と
悩
み
記
し
て
い
ま

す
。

新
し
い
教
育
令
と
教
員
の
離
職

　

明
治
七
年
十
月
、
初
め
て
正
規

に
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
衣
笠
弘

「学校設立ニ付教師心得草　高瀬学」より
上田市立図書館　花月文庫所蔵
出典『長野県教育史　第九巻』
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が
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
、
衣
笠

の
指
導
の
も
と
本
格
的
な
教
員
養

成
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
県

は
明
治
七
年
十
一
月
に
「
小
学
校

条
例
」
を
制
定
、
こ
れ
に
よ
り
教

員
再
講
習
に
よ
る
学
力
試
験
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
今

ま
で
一
等
訓
導
の
仮
免
状
の
も
の

を
準
四
等
訓
導
と
し
、
二
等
を
準

五
等
、
三
等
を
訓
導
試
補
、
訓
導

補
助
以
下
を
す
べ
て
授
業
生
と
す

る
辞
令
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
明
治
八
年
に
行
わ
れ
た
教
員

再
講
習
で
は
、
物
理
学
や
幾
何
学

の
学
科
も
み
え
ま
す
。
教
員
再
講

習
に
よ
る
学
力
試
験
の
実
施
は
、

私
塾
や
寺
子
屋
の
師
匠
か
ら
小
学

校
教
員
に
任
用
さ
れ
た
人
々
に

と
っ
て
障
壁
と
な
り
ま
し
た
。
も

と
よ
り
明
治
六
年
の
教
員
選
定
に

際
し
て
は
県
達
で
「
授
業
中
体
操

の
課
あ
り
（
中
略
）
然
れ
ば
初
老

以
上
の
人
に
て
は
甚
だ
か
た
し　

故
に
小
学
教
師
の
年
齢
を
定
る
凡

左
の
ご
と
し　

二
十
歳
よ
り
く
だ

ら
ず　

四
十
歳
よ
り
の
ぼ
ら
ず　

但
右
の
外
と
雖
も
よ
く
其
事
に
堪

ゆ
る
も
の
は
此
限
に
あ
ら
す
」
と

年
齢
の
規
定
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
区
取
締
は
教
師
と
な

る
に
た
る
人
材
と
し
て
旧
藩
士
も

含
め
て
私
塾
や
寺
子
屋
の
師
匠
を

選
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
小
学
校
条
例
の
公
布
の

後
、
教
員
の
職
を
離
れ
る
人
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
明
治
八
年
の
統

計
で
は
、
上
田
小
県
郡
の
小
学
校

八
六
校
中
、
訓
導
も
訓
導
試
補
も

い
な
い
学
校
は
三
三
校
に
及
び
、

補
助
員
で
あ
る
授
業
生
に
よ
っ
て

指
導
が
続
け
ら
れ
る
停
滞
し
た
状

態
に
陥
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

滝
沢
良
忠
著『
上
田
藩
校
』の「
上

田
藩
士
の
奉
職
し
た
学
校
」
の
記

載
か
ら
明
治
六
年
設
立
の
上
田
小

県
地
域
四
〇
校
の
教
員
の
出
身
を

調
べ
る
と
旧
上
田
藩
士
の
着
任
が

三
四
校
、
平
井
村
・
上
丸
子
村
・

中
丸
子
村
の
教
員
名
が
未
詳
で
出

身
が
不
明
で
す
が
、和
田・長
久
保・

大
門
村
の
学
校
を
教

え
て
い
た
漢
学
者
松

山
篤
志
朗
は
わ
か
っ

て
い
る
中
で
た
だ
一

人
の
農
民
出
身
者
で

し
た
。

　

農
村
部
へ
の
教
員

の
配
置
は
、
従
来
の

私
塾
・
寺
子
屋
教
育

の
土
台
を
も
と
に
行

わ
れ
た
こ
と
が
篤
志

朗
の
事
跡
か
ら
も
如

実
に
わ
か
り
ま
す
。

　

篤
志
朗
が
首
坐
教
員
を
退
い
た

の
ち
、
明
治
十
一
年
大
門
小
学
校

に
は
大
門
村
出
身
で
松
本
師
範
学

校
に
学
ん
だ
宮
坂
藤
一
郎
が
赴
任

し
ま
し
た
。

漢
学
者
と
し
て
青
年
教
育
に

　

松
山
篤
志
朗
は
教
員
の
職
を
離

れ
た
後
、
ふ
た
た
び
漢
籍
と
し
て

塾
を
ひ
ら
き
青
年
教
育
に
情
熱
を

傾
け
ま
し
た
。
和
田
村
信
定
寺
で

明
治
八
年
か
ら
十
年
ま
で
読
書
会

が
行
わ
れ
、
篤
志
朗
は
招
か
れ
て

教
授
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
明
治
十
七
年
に
亡
く
な
る
数

日
前
も
青
年
を
集
め
講
釈
し
て
い

た
こ
と
が
、始
郎（
松
山
原
造
の
父
）

の
書
簡
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

　

高
瀬
学
は
、
教
員
を
離
職
し
た

後
、
塾
を
ひ
ら
き
、
ま
た
神
主
も

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
野
県

国
史
編
輯
局
の
命
に
よ
り
明
治
十

五
年
に
提
出
し
た
各
村
の
地
誌
を

ま
と
め
た『
長
野
県
町
村
誌
』に
、

「
生
田
村
（
飯
沼
村
と
尾
野
山
村

の
統
合
に
よ
っ
た
も
の
）
村
誌
掛

　

高
瀬
学
」
の
名
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
誌
編
纂
に
も
係
わ
っ
た
よ

う
で
す
。
生
田
村
に
つ
い
て
精
緻

に
調
査
さ
れ
た
地
誌
は
、
「
教
師

心
得
草
」
を
詳
記
し
た
高
瀬
学
の

人
と
な
り
に
思
い
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
学
芸
員　

田
中
壽
子
）
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平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
松
山
記

念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育
委

員
会
後
援
で
、
松
山
株
式
会
社
三
階

ホ
ー
ル
に
て
、
第
十
九
回
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
鋤
柄
農
機
㈱
代
表
取
締
役

専
務 

鋤
柄
勘
治
氏
で
『
温
故
知
新
』

（
農
具
鍛
冶
か
ら
農
業
機
械
作
り
へ
と

一
筋
に
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ

た
。（
聴
講
者
一
四
七
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表
し

て
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
講
演
会

の
ご
後
援
を
頂
い
た
上
田
市
・
上
田
市

教
育
委
員
会
を
代
表
し
て
ご
出
席
頂
い

た
関 

義
継
上
田
市
丸
子
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
長
様
と
、
ご
多
忙
の
な
か
本
日

の
講
演
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
鋤
柄
勘

治
氏
に
お
礼
を
述
べ
、
「
鋤
柄
農
機
さ

ん
は
、
創
業
以
来
、
食
糧
増
産
の
た
め

農
機
具
の
振
興
に
努
力
さ
れ
、
畜
力
用

カ
ル
チ
ベ
ー
タ
の
開
発
を
皮
切
り
に

ロ
ー
タ
リ
プ
ラ
ウ
・
ス
ピ
ー
ド
マ
ル
チ
・

コ
ン
ニ
ャ
ク
親
玉
植
付
機
、
そ
し
て
近

年
に
お
い
て
も
不
耕
起
Ｖ
溝
播
種
機
・

山
芋
植
付
機
・
水
田
除
草
機
・
水
田
溝

切
機
等
、
次
世
代
の
農
業
に
も
貢
献
す

べ
く
注
目
度

の
高
い
商
品

の
提
供
を
切

れ
目
な
く
発

信
し
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
鋤
柄
勘

治
氏
は
農
業

の
近
代
化
の

歴
史
を
身
を

も
っ
て
経
験

さ
れ
て
い
る
業
界
の
重
鎮
で
あ
る
と
共

に
生
来
の
学
者
肌
で
あ
り
ま
す
。
体
験

を
、
基
に
格
調
高
い
お
話
し
を
伺
え
る

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て 

関
上

田
市
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
が
、

松
山
犂
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行
う
記

念
館
は
、
博
物
館
密
度
で
全
国
有
数
の

地
域
長
野
県
の
中
で
も
、
��
あ
る
上
田

市
で
中
核
を
な
す
施
設
で
あ
り
、
経
済

の
低
迷
し
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
も
記

念
館
の
展
示
、
ま
た
毎
年
講
演
会
を
開

催
さ
れ
、
地
域
の
文
化
振
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
さ
れ
敬
意
を
表
し
、
地
域

を
代
表
す
る
企
業
と
し
て
さ
ら
に
発
展

す
る
よ
う
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
挨
拶
を

頂
い
た
後
講
演
に
入
っ
た
。 

［
鋤
柄
勘
治
先
生
講
演
要
旨
］

　

私
の
先
祖
は
、
滋
賀
県
坂
田
郡
の
新

庄
に
住
み
、
新
庄
姓
を
名
乗
り
足
利
尊

氏
に
仕
え
て
お
り
、
足
利
軍
団
の
関
東

攻
め
で
、
相
州
（
今
の
神
奈
川
）
の
出

城
を
、
鋤
で
土
で
囲
ん
だ
砦
を
崩
し
を

攻
め
、
論
功
を
立
て
た
の
で
、
尊
氏
公

に
「
『
鋤
柄
』
と
名
乗
れ
」
と
言
わ
れ
、

足
利
尊
氏
公
が
下
さ
っ
た
苗
字
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
本
家
筋
は
、
三
河
国
の

国
府
で
刀
鍛
冶
を
三
代
続
け
、 

そ
の
刃

物
鍛
冶
の
技
術
を
教
え
て
も
ら
い
、
受

け
継
ぎ
、
矢
作
に
移
り
住
み
、
農
具
鍛

冶
を
始
め
た
の
が
、
天
保
六
年
（
一
八

三
五
）で
す
。
当
初
は
大
変
で
し
た
が
、

満
蒙
開
拓
団
向
け
の
農
具
の
生
産
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
軌
道
に
乗
り
出

し
、
昭
和
十
六
年
に
「
満
州
国
で
村
作

り
を
す
る
に
は
農
業
者
だ
け
で
は
で
き

な
い
。
教
師
や
大
工
や
医
者
が
、
そ
し

て
農
具
を
修
理
す
る
技
能
者
が
い
る
。

商
品
を
輸
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現

地
で
修
理
・
製
造
の
で
き
る
技
能
者
の

養
成
を
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
さ
れ
満

蒙
開
拓
団
青
少
年
義
勇
隊
委
託
鍛
工
訓

練
所
を
併
設
し
、
昭
和
二
十
年
ま
で
い

た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
は
高
松
宮
殿
下
が

御
来
賀
下
さ
れ
、
「
一
生
懸
命
に
農
具

作
り
を
す
る
よ
う
に
」
と
一
同
に
激
励

の
お
言
葉
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
「
日
本
農

業
の
近
代
化
は
畜
力
利
用
で
す
る
べ

し
」 

と
言
う
農
業
施
策
が
出
さ
れ
、
畜

力
用
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
を
開
発
し
、
松
山

さ
ん
の
犂
で
畦
立
耕
を
し
て
、
鋤
柄
の

カ
ル
チ
ベ
ー
タ
で
排
水
た
め
の
溝
上
げ

を
し
て
、
高
畦
を
作
っ
た
。

　

そ
の
後
、
松
山
さ
ん
は
、
畜
力
用
犂

か
ら
テ
ィ
ラ
ー
用
の
和
犂
を
開
発
、
鋤

柄
は
畜
力
用
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
を
テ
ィ

ラ
ー
管
理
機
に
装
着
で
き
る
よ
う
改
良

し
、
続
い
て
培
土
板
、
カ
ル
チ
車
輪
な

ど
も
開
発
し
た
。

　

松
山
さ
ん
が
ロ
ー
タ
リ
ー
を
始
め
る

頃
、
鋤
柄
に
マ
ル
チ
ャ
ー
や
畦
立
て
等

に
つ
い
て
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
ご
要
請
が

あ
り
、
松
山
㈱
と
の
提
携
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ニ
プ
ロ
コ
ン
ニ
ャ
ク
親
玉
植
付

機
の
開
発
で
は
、
鋤
柄
の
肥
料
追
肥
機

を
も
と
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

も
続
い
て
い
る
型
式
で
す
。 

ま
た 

鋤

柄
の
不
耕
起
Ｖ
溝
播
種
機
の
開
発
・
生

産
で
は
松
山
の
格
段
の
協
力
が
あ
っ
て

で
き
、
地
元
愛
知
県
で
は
一
六
〇
〇
町

歩
位
既
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

手
押
し
の
水
田
除
草
機
を
も
と
に
し

て
株
間
と
畦
間
を
同
時
に
草
を
取
る
除

草
機
を
開
発
、
さ
ら
に
コ
ン
バ
イ
ン
を

使
う
の
に
圃
場
が
軟
弱
で
は
機
能
を
発

揮
し
な
い
の
で
溝
切
り
を
し
て
水
田
を

乾
か
す
の
に
効
果
を
上
げ
る
溝
切
機
も

開
発
し
ま
し
た
。

　
「
日
々
新
た
な
り
」と
い
う
こ
と
で
、

親
類
縁
者
が
支
え
合
い
、
鋤
柄
農
機
は

常
に
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
松
山
さ
ん
が
益
々
繁
栄
し
て

い
た
だ
く
よ
う
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

と
講
演
を
締
く
く
っ
た
。

☆
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日（
火
）

協
同
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
第
二
十
四
回
理
事
会
、
第
二

十
五
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
◦
公

益
財
団
法
人
へ
の
移
行
決
議
◦
新
制
度

に
お
け
る
最
初
の
評
議
員
選
任
方
法

（
案
）
◦
最
初
の
評
議
員
選
定
委
員
会

の
委
員
（
案
）
◦
定
款
の
素
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を

得
て
終
了
さ
れ
た
。

☆
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
六
日（
木
）

協
同
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
第
二
十
五
回
理
事
会
、
第
二

十
六
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
◦
特

定
費
用
準
備
資
金
等
へ
の
振
替
関
連
事

項
の
承
認
◦
有
価
証
券
の
基
本
財
産
へ

の
繰
り
入
れ
◦
公
益
認
定
申
請
に
向
け

て
の
方
針
◦
二
十
三
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
◦
同
収
支
予
算
書
（
案
）
の
承

認
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の

承
認
を
得
て
終
了
さ
れ
た
。

☆
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
（
木
）
協

同
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
第
二
十
六
回
理
事
会
、
第
二
十

七
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二

十
二
年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
支
計
算

書
並
び
に
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照
表
、

財
産
目
録
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、

財
務
諸
表
の
注
記
、
計
算
書
類
の
付
属

明
細
書
）
の
承
認
の
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

引
続
き
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

を
行
い
、
理
事
六
人
、
監
事
二
人
及
び

評
議
員
九
人
全
員
が
再
選
重
任
と
決
定

と
さ
れ
、
終
了
さ
れ
た
。松

山
株
式
会

社
の
平
成
二
十

三
年
度
新
入

社
員
は
、
四
月

一
日
（
金
）
の

入
社
式
終
了

後
、
当
館
を

訪
れ
、
松
山
株

式
会
社
創
業

以
来
の
歴
史

を
研
修
し
た
。

総
数 

一
、
九
五
四
名

︿
内
訳
﹀

　
　

県
外
（
含
外
国
） 

六
七
、
一
％

　
　

東
信 

二
七
、
五
％

　
　

北
信 

一
、
七
％

　
　

中
信 

二
、
五
％

　
　

南
信 

一
、
二
％

日
時
・
平
成
二
十
三
年
十
一
月
四
日

（
金
） 　
　
　

午
後
三
時
十
分
～
五
時

場
所
・
松
山
（
株
）
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
群
馬
大
学
教
育
学
部
教
授

　
　
　

農
学
博
士  

高
橋 

久
仁
子
氏

演
題
・
食
育
講
座

　
　
　

 

［
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム

　
　
　

 

～
メ
デ
ィ
ア
に
惑
わ
さ
れ
な
い

食
生
活
～
］

第
十
九
回
文
化
講
演
会
の
開
催

 

理
事
会･

評
議
員
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
二
年
度
当
館
見
学
者

第
二
十
回
文
化
講
演
会
決
定


